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１．研究計画の概要 

施設園芸生産において過剰昇温の抑制を
目的とした施設冷房が注目され，その効果が
期待され続けてきた．しかし，過剰昇温がと
くに問題となりうる西南暖地において施設
園芸への冷却技術の普及は進んでいない．本
研究では，施設園芸における冷却技術の普及
を阻む原因が，冷却技術を導入したときの温
度効果を定量的に評価する手法や，冷却がも
たらす植物生育，収量および収穫物の品質へ
の影響について，生産現場に十分な理解が得
られていないことにあるとの観点から，園芸
施設において冷却システムを稼動させた際
の温度低下を厳密に計測して定量的に評価
すること，さらに，その温度低下に対する植
物の反応を生理的過程，物質生産，生長，収
穫物の収量と品質，収穫後の貯蔵性など様々
な面から解析し，冷却がもたらす生産性向上
効果について評価することを目的としてい
る．そのため，高度な温度環境計測法の開
発・装置化を試みるとともに，環境制御施設，
模擬実験温室および実際の生産現場におい
て施設冷房・冷却を導入した場合の環境観測
および植物生体計測を実施する． 
 
２．研究の進捗状況 
１） 九州大学（環境調節，生体計測および貯

蔵性検証システム），宮崎大学（試験栽
培施設），鹿児島大学（収穫物の品質を
検証する分析システム）および琉球大学
（生産現場での光合成・蒸散などの監視
システム）における研究拠点を整備する
とともに，九州大学および長崎大学にお
いて温度センサなどの技術開発を行っ
た． 

２） 園芸施設内の温度の評価法について検
討し，既存の方法について，適宜改良を
行った． 

３） 園芸施設内の冷却技術について，既存の
方法の特徴を調査し，さらに，一部の機
器について，実際に験栽培施設に導入し
て稼動させることにより，その効果と問
題点について検討を行った．その結果，
とくに細霧冷房については，一部に懸念
されているよりも効果的な降温効果が
認められることを明らかにした．一方，
局所冷房については，必ずしも十分な冷
却効果が見出せない場合があることが
示された． 

４） 園芸施設内に冷却装置を導入した場合
の植物の反応，すなわち養水分吸収，光
合成，生育，収量，収穫物の品質や貯蔵
性への影響について解析を試みた．まず，
施設冷房や培土冷却を行ったのと同様
の環境条件について，植物環境調節実験
室において再現し，ここでの植物の反応
について検討した．その結果，過剰昇温
を回避することによる植物体温，蒸散へ
の影響を明らかにしたが，光合成などの
生理的過程や生育への効果については
認められる場合とこれと異なる結果と
なる場合があり，その作用を普遍化する
には至らなかった． 

５） 2006 年に温室冷房に関する国際シンポ
ジウム（Almeria, Spain）での関連研究
者との交流により学術情報を収集し，ま
た，2008 年の米国園芸学会年次大会
（Orland, USA）において成果発表を行
った． 
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３．現在までの達成度 
 
③やや遅れている． 
 
【理由】 

園芸施設における過剰な昇温に関する評
価法の確立については良好に実施され，また
施設内の冷房・冷却に関する方法の検証も順
調に進行した．しかし，施設内で冷却技術を
援用した場合における植物の反応について，
必ずしも冷却の効果が認められず，有効とみ
なし得ても，その定量的評価において再現性
に乏しい場合があり，普遍的な成果を見出し
ていない．そのため，実験室レベルで有望と
された技術を試験栽培の現場で用いて評価
する作業も計画より半年ほど遅れている．し
たがって，本研究の最終的な目標であるとこ
ろの「冷却技術を使った効果を明示してその
技術の普及を図る」という段階に至っていな
い． 
 
４．今後の研究の推進方策 
実験室における植物生育と生産における冷
却の効果について，実験条件等を改善して追
試し，有意な成果を得たものから，これを早
急に各研究拠点の試験栽培における検証に
援用し，本年度秋季までに一連の実験を終え
ることとする． 
 
５. 代表的な研究成果 
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〔図書〕（計 3 件） 
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